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[bookmark: GUID-C87C6CE4-2849-4753-BDFC-DD1A15C7060D]はじめに

Oracle Database Applianceは、最適化された、事前作成済の、すぐに使用できるクラスタ・データベース・システムで、デプロイ、操作および管理が容易です。Oracle Database Applianceでは、ハードウェアおよびソフトウェアを統合することにより、手動でアセンブルされた統合されていないソリューションの複雑さを解消します。Oracle Database Applianceを使用すると、インストールとソフトウェアのデプロイメント時間を、数週間または数か月から数時間に短縮するとともに、最適状態には及ばず管理が困難なデータベース環境が構築される原因となることが多い構成エラーや設定エラーを防止できます。





	対象読者



	ドキュメントのアクセシビリティについて



	関連ドキュメント



	表記規則







[bookmark: GUID-C9132383-BCE5-4728-B236-19F1D2182340]対象読者

このガイドは、Oracle Database Applianceを構成、管理および使用するユーザーを対象にしています。

	システム管理者



	ネットワーク管理者



	データベース管理者



	アプリケーション管理者およびユーザー





このマニュアルでは、提供されているOracle Database Appliance固有の情報以外の、Oracle Databaseアーキテクチャ、ツール、管理、アプリケーションのデプロイメントに関する情報(これらは主要なOracleドキュメントで説明しています)は扱いません。Oracle Database Applianceソフトウェアのユーザーは、その他のLinuxベースのOracle DatabaseおよびOracle Real Application Clustersインストールのユーザーと同等のスキルを有している必要があります。 





[bookmark: GUID-E409CC44-9A8F-4043-82C8-6B95CD939296]ドキュメントのアクセシビリティ



Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス
サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。








[bookmark: GUID-D3C34483-F52F-412E-A4DA-1648EC7CABE0]関連ドキュメント

このマニュアルとともに、次のマニュアルがOracle Database Applianceオンライン・ドキュメント・ライブラリで公開されています。次のURLで入手できます。

http://www.oracle.com/goto/oda/docs:

	『Oracle Database Applianceセットアップ・ポスター』(Oracle Database Applianceの出荷時に添付されるフルサイズの印刷物)



	『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』


















Oracle Database Applianceについて
























[bookmark: GUID-FC2D73B6-7760-4F4E-AB45-4D098A460BBF]1 Oracle Database Applianceについて 

Oracle Database Applianceを使用すると、デプロイと管理が簡単で仮想化をサポートするシステムで、Oracle Databaseを利用できます。 

完全なソフトウェア、サーバー、ストレージおよびネットワークのパッケージにより、データベースのデプロイメント、メンテナンスおよびサポートと、アプリケーション・ワークロードを簡素化でき、時間と費用を節約できます。

トピック:





	Oracle Database Appliance Capacity-on-Demandライセンス
Capacity-on-Demand方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイできます。

	Oracle Database Applianceソフトウェア
Oracle Database Applianceに対してインストールされている、またはOracle Database ApplianceでダウンロードできるOracleソフトウェアを参照する場合に、このトピックを参照してください。

	Oracle Database Applianceのデプロイメントの概要
Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要がある手順の順序を理解する場合に、この概要を参照してください。





[bookmark: GUID-4783F84D-F38C-42CD-AAC4-AAC960B632AD]Oracle Database Appliance Capacity-on-Demandライセンス

Capacity-on-Demand方式のソフトウェア・ライセンスを使用することにより、ワークロードに応じてOracle Database Applianceで必要な任意の数のプロセッサをデプロイできます。

Oracle Database ApplianceのCapacity-on-Demand機能を使用することにより、通常のハードウェアのアップグレードに伴う過度のコストや停止時間を発生させずに、増加するシステムの要求に合わせてプロセッサ・コアを増やし、スケールアップできます。

次の表に、Oracle Database Applianceベア・メタルおよび仮想化プラットフォームのデプロイメントのスケーリング容量をリストしています。ベア・メタルとOracle Database Appliance仮想化プラットフォームのどちらを使用するかは、企業の方針や、それぞれの実装によってもたらされるメリットに応じて決定されます。




表1-1 Oracle Database Applianceのスケーリング容量

	Oracle Database Applianceプラットフォーム
	プロセッサ・コアの最大数
	プロセッサ・コアの最小数



	X5-2


	2


	72




	X4-2


	2


	48




	X3-2


	4


	32




	バージョン1


	2


	24













注意:
Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォームの場合、ODA_BASEドメイン専用にプロセッサ・コア(最小2個のプロセッサ・コアから最大32個のプロセッサ・コア)がライセンス保有されています。







[bookmark: GUID-3FA27713-05C4-49D0-9C40-B0F06BA8F126]Oracle Database Applianceソフトウェア

Oracle Database Applianceに対してインストールされている、またはOracle Database ApplianceでダウンロードできるOracleソフトウェアを参照する場合に、このトピックを参照してください。

Oracle Database Applianceコンポーネントには、次の表にリストされているソフトウェアを含めることができます。 

注意:
リリースによって、表に示す1つ以上のアイテムが含まれていない場合があります。









表1-2 Oracle Database Applianceのソフトウェア

	コンポーネント
	コンポーネントの内容
	コンポーネントの必須対象
	インストールまたはダウンロード 



	Oracle Database Applianceオペレーティング・システム・イメージ


	Oracle Appliance Mangerコマンドライン・インタフェース

Oracle Appliance Managerコンフィギュレータ(グラフィカル・ユーザー・インタフェース)

Oracle Linux

ハードウェア・ドライバ


	すべてのデプロイメント


	インストール




	Oracle Database Appliance パッチ・セット・バンドル


	Basic input/output system (BIOS)

ハードウェア・ドライバと管理パックおよび様々なコンポーネントのファームウェア・ドライバ

Oracle Appliance Manager

Oracle Linux

Oracle VM

Java Development Kit (JDK)

Oracle Integrated Lights Out Manager (Oracle ILOM)

Oracle Databaseパッチセット更新(PSU)

Oracle Auto Service Request (ASR)

Oracle Grid Infrastructure

Oracle Intelligent Platform Management Interface (IPMI)

Java Development Kit (JDK)


	すべてのデプロイメント


	ダウンロード




	Oracle Database Appliance エンドユーザー・バンドル


	Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ


	ベア・メタル・デプロイメント


	ダウンロード




	ODA_BASEテンプレート


	Oracle Databaseクローン・バイナリ

Oracle Databaseテンプレート(Oracle Database Applianceデプロイ用としてカスタマイズ)

Oracle Grid Infrastructureクローン・バイナリ


	仮想化プラットフォームのデプロイメント


	ダウンロード













インストールと示されているコンポーネントは、一般にOracle Database Applianceが配送されると利用可能になり、ダウンロードのコンポーネントは、自身でダウンロードしてデプロイできます。








[bookmark: GUID-952479B2-2929-47EB-B35A-7392BC1C924E]Oracle Database Applianceデプロイメントの概要

Oracle Database Applianceをデプロイするために完了する必要がある手順の順序を理解する場合に、この概要を参照してください。

	Oracle Database Applianceの準備。	Oracle Database ApplianceのサポートID (SI)をMy Oracle Supportに登録し、Oracleからソフトウェアおよびサポートを取得できるようにします。

	構成オプションを計画し、ネットワークおよび関連情報を収集します。

	サーバー設置場所を準備します。

	ドメイン・ネーム・システム(DNS)サーバーでネットワーク名およびアドレスを設定します。 



Oracle Appliance Manager Configuratorを使用して、ネットワーク名およびアドレスの生成や、既存のネットワーク名およびアドレスの検証をします。スタンドアロンのコンフィギュレータはOracle Technology Networkからダウンロードできます。Oracle Database Applianceを配置する前に、ローカル・マシンに構成ファイルを作成できます。

注意:
このマニュアルにあるトピックを参照してこれらのタスクを実行してください。また、『Oracle Database Appliance Owner's Guide』を参照してください。スタンドアロンOracle Appliance Manager Configuratorは、次のサイトからダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/database/database-appliance/overview






	Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備。	サーバー設置場所のラックにOracle Database Applianceハードウェアを設置します。

	電源ケーブルおよび必要なケーブルをOracle Database Applianceに接続します。

	外部ファイルをロードするための初期ネットワーク構成を作成します。



注意:
このマニュアルにあるトピックを参照してこれらのタスクを実行してください。また、『Oracle Database Appliance Owner's Guide』を参照してください。






	Oracle Database Applianceでのソフトウェアのインストールおよびデプロイ。	Oracle Database Applianceソフトウェア・パッケージをダウンロードしてOracle Database Applianceにコピーします。

	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行し、必要な情報を選択または入力します。デプロイ中に、2つのノードのOracle Grid Infrastructureインストール(Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management)を構成します。Oracle Database Enterprise Edition、Oracle RAC、またはOracle RAC One Nodeも構成できます。初期デプロイメントの後は、データベースの追加、コア数の構成、インスタンス・ケージングの追加、または仮想ドメインの追加が可能になります。






注意:
これらのタスクを実行するには、このマニュアルにあるトピックを参照してください。 






	インストール後タスクの完了。	デプロイ後に適用するパッチをダウンロードします。

	デフォルト・パスワードをリセットします。



注意:
これらのタスクを実行するには、このマニュアルにあるトピックを参照してください。 










関連項目:

Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド



















Oracle Database Applianceのインストールとデプロイメントの準備
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これらのトピックは、Oracle Database Applianceが配置される前にセットアップ・タスクを実行するためのチェックリストとして使用します。 

タスク:





	My Oracle SupportへのサポートIDの登録
ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

	Oracle Database Applianceの構成オプションの計画
Oracle Database Applianceをベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ構成を使用してデプロイできます。 

	システム要件の情報収集
これらのチェックリストを使用して、Oracle Database Applianceをデプロイする前に、情報を収集します。

	Oracle Appliance Managerデプロイメント計画の作成
スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータを使用して、オフライン・デプロイメント計画を作成し、実際のデプロイメントの前にネットワーク設定を検証します。





[bookmark: GUID-3981559E-18A9-4D15-8EC8-502A636DA9CC]My Oracle SupportへのサポートIDの登録

ハードウェア・サポートID (SI)をMy Oracle Supportアカウント・プロファイルに追加します。 

ハードウェアSIは、Oracle Database Applianceの購入時に提供されます。新規ソフトウェア・ライセンスを取得する場合は、新規ソフトウェアSIも登録する必要があります。SIの登録プロセスは完了するまで最大24時間かかる場合があります。

注意:
登録したSIがない場合、Oracleからサポートを受けたりソフトウェアを入手することはできません。
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Oracle Database Applianceをベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ構成を使用してデプロイできます。 

ベア・メタル構成の場合、使用可能にするCPUコア数と、必要なデータベース構成オプションがある場合はそのオプションを決定する必要があります。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォーム・インストールの場合、これらの項を確認して追加の構成オプションを検討します。

トピック:





	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのオプションの選択
仮想化プラットフォームと、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの要件を確認します。

	データベース構成オプションの選択
これらのトピックを使用して、計画済のOracle Database Applianceについて決定します。 
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仮想化プラットフォームのオプションと、共有ディスクや仮想ローカル・エリア・ネットワークなどのオプションの要件を確認します。

仮想マシンを実装する前に、その実行方法と稼働場所を決定する必要があります。要件に基づいて、高可用性オプションの選択、CPUおよびネットワーク・アクセスについて競合する仮想マシン間の干渉を低減するオプションの選択が可能です。さらに、より多くのストレージ領域を提供するオプション、または仮想マシンの自動起動の有効化を可能にするオプションも選択できます。これらのオプションの一部には、Oracle Database Applianceサーバーに必要な構成以外で追加のネットワーク構成が必要です。

デフォルトのOracle Database Applianceには、各ノードに1つのローカル・リポジトリが含まれます。そのリポジトリの最大サイズは、Oracle Database Applianceハードウェアによって異なります。

	Oracle Database Appliance X5-2仮想化プラットフォーム: 350GB



	Oracle Database Appliance X4-2仮想化プラットフォーム: 350GB



	Oracle Database Appliance X3-2仮想化プラットフォーム: 350GB



	Oracle Database Applianceバージョン1: 250GB





デフォルト・リポジトリに仮想マシンを作成した場合、仮想マシンは配置されたノードでのみ稼働できます。仮想マシンは1つのノードでのみ稼働できるため、フェイルオーバー機能がありません。

共有マシン環境の柔軟性を最大限にするには、共有リポジトリを仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)とともに使用します。共有リポジトリでは高可用性オプションが使用可能になり、ストレージ容量が増強され、ローカル・ストレージの使用が低減されます。VLANを使用すると、仮想マシンのネットワーク・トラフィックを分割できます。

共有ディスク上にホストされた共有リポジトリを使用すると、仮想マシンではOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループ、DATAおよびRECOの領域が使用されます。共有ディスクを使用する場合、仮想マシンを変換して次のようにできます。

	リポジトリを使用できる場合はいつでも自動的に始動する



	優先ノードで実行する



	優先ノードが使用できない場合は、他のノードを始動するか、他のノードにフェイルオーバーする





Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのデプロイでは、同じネットワーク・インタフェース・カード(NIC)ポートで複数のVLANがサポートされます。各VLANは、基本的に、同じ物理接続上の他のVLANを使用して動作する独立した論理ネットワークです。 

VLANを使用することで、必要な物理接続およびNICの数を最小にし、さらにトラフィックを同時に分離します。各VLANには、異なるVLAN IDが割り当てられます。ネットワーク・スイッチでは、VLAN IDを使用して、同じリンク上で動作する異なるVLAN間のトラフィックを分離します。VLANの構成後、VLANは個別の物理接続とまったく同様に機能します。

注意:
仮想LANは、使用する前に物理スイッチで構成する必要があります。







[bookmark: GUID-95ABBBFC-B6FD-4357-A2E9-5A6D92016DE4]データベース構成オプションの選択

これらのトピックを使用して、計画済のOracle Database Appliance構成について決定します。 

これらのトピックは、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)、Oracle RAC One Nodeの正しいテンプレートを選択し、初期データベースを構成するためのテンプレートをサイズ設定するのに役立ちます。この情報は、ベア・メタルまたは仮想化プラットフォームのデプロイ中に初期データベースの構成を計画する場合に該当します。

システム構成チェックリストの完了に進む前に、決定や、データベース・テンプレートに必要な情報を記録します。 

注意:
Oracle Database Configuration Assistant (DBCA)を使用してOracle Database Appliance上にデータベースを作成しないでください。Oracle Appliance Managerはデータベース構成用にのみ使用します。Oracle Appliance Managerを使用してOracle Databaseインスタンスをデプロイすると、Oracle Database Appliance上でこれらのデータベースが確実に正しく構成、最適化およびサポートされます。 



トピック:





	Oracle Database Applianceのデータベース・デプロイメント・オプションの選択
デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、これらのリストを使用してOracle Databaseデプロイメント・オプションを選択し、デプロイの準備をします。 

	Oracle Database Applianceのデータベース・テンプレートの選択
Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。

	必要なコアの計算
計画済のOracle Databaseのテンプレートを選択したら、ワークロード・タイプを特定し、テンプレートをサポートするのに必要なCPUの合計数を決定します。 
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デプロイ中に初期データベースの作成を計画している場合、これらのリストを使用してOracle Databaseデプロイメント・オプションを選択し、デプロイの準備をします。 

Oracle Appliance Managerでは、Oracle Database Applianceの内部にミラー化されたディスク上にOracle Databaseソフトウェアをインストールします。Oracle Appliance Managerコンフィギュレータの初期デプロイ中に、データベースの作成ができ、あるいはデータベース作成を先送りできます。

オプション:

	Enterprise Edition: 次の特性がある、Oracle Database 12cリリース1 Enterprise Edition (自動フェイルオーバーなし)

	シングル・インスタンスのOracle Database Enterprise Editionホーム



	Oracle Databaseソフトウェアは両方のノードへインストールされる







	Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC) One Node: 次の特性がある、Oracle RAC One Node 12cリリース1

	Oracle RAC One Nodeに指定のOracle Database Applianceホーム・ノードがある



	両方のサーバーにOracle RAC One Nodeソフトウェアがインストール済



	自動フェイルオーバーが構成済



	Enterprise Editionライセンスが必要



	各サーバーにOracle RAC One Nodeライセンスが必要

例外: 1つのサーバーをバックアップ・サーバーとして指定する場合、10日ルールに従ってライセンスなしでサーバーを使用可能。

注意:
10日ルールの詳細は、『Oracle Software Investment Guide』を参照してください。

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/sig-070616.pdf









	Oracle RAC: 次の特性がある、Oracle Real Application Clusters 12cリリース1

	Oracle RACホーム



	両方のサーバーにOracle RACソフトウェアがインストール済



	Enterprise Editionライセンスが必要



	各サーバーにOracle RACライセンスが必要(10日ルールに不適格)
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Oracle Database Applianceソフトウェアには、Oracleのベスト・プラクティスが組み込まれた、様々なデータベースのクラス用に最適化された事前構成済のテンプレートが含まれています。

Oracle Database Applianceモデルが異なると、利用可能なCPU数、メモリー容量、その他リソースが異なるため、テンプレートによってはモデルでサポートされない場合があります。

各Oracleデータベース・テンプレートには、様々なワークロード・プロファイルおよびパフォーマンス特性があります。

	メモリー要件(システム・グローバル領域(SGA)とプログラム・グローバル領域(PGA)のサイズから算出)



	処理要件(プロセス数から算出)



	ロギング要件(ログ・バッファ・サイズおよびオンラインREDOログ・サイズに基づく)





	Oracle Databaseのサイズの詳細は、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の付録B(Oracle Database Applianceのデータベースのサイズ設定)にあるガイドラインを参照してください



	次の表を使用して、使用するテンプレートがOracle Database Applianceハードウェア・モデルで使用可能かどうかを判断します。








表2-1 データベース・テンプレートの名前および可用性

	テンプレート名
	V1
	X3-2
	X4-2
	X5-2



	Odb-01


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-01


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-02


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-04


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-06


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-12


	使用可能


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-16


	使用不可


	使用可能


	使用可能


	使用可能




	Odb-24


	使用不可


	使用不可


	使用可能


	使用可能




	Odb-32


	使用不可


	使用不可


	使用不可


	使用可能




	Odb-36


	使用不可


	使用不可


	使用不可


	使用可能













注意:
Oracle Database Applianceテンプレートを使用することをお薦めします。これらのテンプレートはベスト・プラクティスを実装しており、特にOracle Database Appliance用に構成されています。



Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームにデプロイする予定のOracle Databaseが1つのみの場合は、そのOracle Databaseに選択するテンプレートと同じ名前を持つODA_BASEのテンプレートを使用することをお薦めします。 

ODA_BASEテンプレートと同じサイズ分類のデータベース・テンプレートを選択する必要はありません。たとえば、小サイズのODA_BASEテンプレートを使用して2つの極小サイズ・データベースをホストできます。また、大サイズのODA_BASEテンプレートを使用すると、1つの大サイズ・データベースと1つの小サイズ・データベースをホストしたり、1つの中サイズ・データベース、1つの小サイズ・データベースおよび2つの極小サイズ・データベースをホストしたりできます。 

注意:
選択したデータベース・テンプレートの合計要件がODA_BASEテンプレートの容量を超えないよう注意してください。ODA_BASEのサイズは、初期デプロイメントの完了後に調整できるため、ODA_BASEを拡張して、ODA_BASEで扱うデータベースを増やすことができます。





関連項目:

『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』






















Oracle Database Applianceのデプロイメントの準備
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この章では、Oracle Database Applianceをデプロイする前に実行する必要のあるタスクについて説明します。 

トピック:





	Oracle Database Applianceへのケーブルの取付け
これらのトピックは、インターコネクト・ケーブルを取り付ける場合に使用します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、インターコネクト配線はすでに完了しています。 

	Oracle Database Applianceへのストレージ拡張シェルフの接続
これらのトピックは、Oracle Database Applianceのストレージ拡張シェルフの取付けおよび配線を行う場合に確認します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、シェルフを取り付けることはできません。

	周辺機器の取付け
Oracle Database Applianceに対して直接アクセスし、モニター、キーボード、マウスをローカル接続して使用する場合、このタスクを実行します。 

	Oracle Database Applianceの初回起動
この手順は、新しく設置されたOracle Database Applianceを起動するとき、アプライアンスの電源を一度落としてから起動するとき、またはストレージ拡張シェルフのような新しいハードウェアを追加する必要があるときに実行します。 

	Oracle Integrated Lights Out Managerの構成
Oracle ILOM (ILOM)によってOracle Database Applianceの再起動およびトラブルシューティングの代替方法が提供されます。

	初期ネットワーク接続の構成
デプロイメント中にネットワーク情報を構成するには、一時的にネットワーク構成フレームワークを構成します。 

	Oracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンの確認
Oracle Database Applianceのデプロイ前に、インストール済のOracle Appliance Managerソフトウェアのバージョンを最新のものにしておく必要があります。
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これらのトピックは、インターコネクト・ケーブルを取り付ける場合に使用します。Oracle Database Applianceバージョン1を使用している場合、インターコネクト配線はすでに完了しています。 

これらのトピックは、単一ストレージ・シェルフのOracle Database Applianceモデルにケーブルを取り付けるのに役立ちます。

関連項目
提供されるケーブル管理アームとの配線の詳細は、『Oracle Database Applianceオーナーズ・ガイド』Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ




4 Oracle Database ApplianceでのOracleソフトウェアのデプロイ 

この章では、Oracle Database Applianceへの接続を確立した後で、Oracleソフトウェアをデプロイするタスクのチェックリストを提供します。

トピック:




	OAKCLIを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて
この情報は、様々なデプロイメントに必要な手順、ログ・ファイルの保管場所、およびデプロイメント・タイプの変更方法について理解する場合に参照します。 
	仮想化プラットフォームOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイ
Oracle Database Applianceに仮想化プラットフォーム構成をデプロイする場合に、この手順を完了します
	Oracle Database Applianceでのベア・メタル・プラットフォームのデプロイ
Oracle Database Applianceのベア・メタル構成としても知られる、Oracleソフトウェアをアプライアンスに直接デプロイする場合に、この手順を完了します。




OAKCLIを使用したOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイについて

この情報は、様々なデプロイメントに必要な手順、ログ・ファイルの保管場所、およびデプロイメント・タイプの変更方法について理解する場合に参照します。 

この項のタスクには、ベア・メタル・デプロイメント、仮想化プラットフォーム・デプロイメント、またはその両方に適用されるかを示すマークが付けられています。ご使用のプラットフォームのデプロイメント用に指定されたタスクのみを実行します。

Oracle Database Applianceソフトウェアのデプロイを完了するには、ベア・メタル・インストールの場合は約1時間、仮想化プラットフォーム・デプロイメントの場合は約3時間が必要です。 

注意:
Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームからベア・メタル・デプロイメントに変換する予定の場合、まず、互換性のあるイメージがインストールされていることをMy Oracle Supportで確認します。



失敗したデプロイメントからのリカバリ、またはデプロイメントの変更
この項で説明されているクリーン・アップ・スクリプトcleanupDeploy.shを使用して、システムをリセットできます。次のタスクを使用する場合は、クリーン・アップ・スクリプトを使用します。

	失敗したデプロイメントの繰り返し


	ベア・メタル・デプロイメントから仮想化プラットフォーム・デプロイメントへの変換


	仮想化プラットフォーム・デプロイメントからベア・メタル・デプロイメントへの変換







OAKCLIデプロイ・コマンド・ログ・ファイルについて
oakcliデプロイ・コマンドは、次のファイルパスでログ・ファイルを作成します。 

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/

ログ・ファイルの前には、ストリングSTEPが付きます。次に例を示します。

/opt/oracle/oak/onecmd/tmp/STEP-6-20160226103534.log








仮想化プラットフォームOracle Database Applianceソフトウェアのデプロイ

この手順は、Oracle Database Applianceで仮想化プラットフォーム構成をデプロイする場合に実行します。

仮想化プラットフォーム構成でソフトウェアをデプロイする手順は、次の手順で構成されています。

	Oracle Database Applianceハードウェアを確認して、それが仮想マシン(VM)で構成されているかどうか調べます。 


	Oracle Database ApplianceにODA_BASEテンプレートをインストールします。


	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行するアプライアンスを準備します。


	Oracle Appliance Managerを使用して構成をデプロイします。







デプロイ・タスクは表示順に実行する必要があります。




	パスワードwelcome1を使用して、rootとしてログインします。
	コマンドoakcli show env_hwを入力しますこのコマンドは、デプロイ先のOracle Database Applianceハードウェアを表示します。このコマンドの出力の前にストリングVM-ODA_BASEが付いている場合、システムは仮想マシンで構成されています(dom0/oda_base)。
たとえば、次の各コマンドの出力は、ハードウェア・プラットフォームと、そのプラットフォームが仮想マシン環境で構成されていることを示します。

[root@oda1n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA V1

[root@oda2n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X3-2

[root@oda3n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X4-2

[root@oda3n1 ~]# oakcli show env_hw VM-ODA_BASE ODA X5-2


仮想マシンがアプライアンスにデプロイされていない場合、仮想マシンをインストールするための手順については、My Oracle Supportのノート1520579.1を参照してください。

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?cmd=show&amp;type=NOT&amp;id=1520579.1



	My Oracle Supportにログインし、ODA_BASEテンプレートをダウンロードしてインストールします。次の手順に従って、適切なODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードしてから、そのテンプレートをOracle Database Applianceにコピーします。 


	外部クライアント・マシンから、My Oracle Supportにログオンし、次のURLにあるノート888888.1にアクセスします。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1



	OS ISOイメージ/ベア・メタル-仮想化プラットフォームにある、最新リリースに関する項で、「VMテンプレート(ODA_BASE)」と説明されているパッチ番号へのリンクを見つけて、クリックします。
	「Patch Search Results」ページから、最新のOracle Database ApplianceのODA_BASEテンプレートを外部クライアントにダウンロードします。
	Secure Copy (scp)コマンドまたはUSBストレージ・デバイスを使用して、ODA_BASEテンプレートを外部クライアントからノード0のDom0にコピーします。ターゲットの場所に、/scpディレクトリまたは/OVSディレクトリを使用します。注意:
USBドライブを使用してファイルを転送することを選択した場合、まずファイルをFAT32、ext3、またはext4をフォーマットします。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。





	Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのノード0で、Dom0にrootとしてログインし、Dom0の/OVSディレクトリにODA_BASEテンプレートを(ない場合は)コピーします。Dom0にログインした状態のままで、このタスクの残りの手順を完了してください。
	コマンドoakcli deploy oda_baseを実行し、テンプレートの場所とコア・ライセンス・オプションを選択し、ベース・ドメイン・メモリー割当てを選択します。deploy oda_baseオプションは、両方のノードでODA_BASEをデプロイします。ODA_BASEテンプレートが/OVSディレクトリにある場合、デプロイメント・ダイアログは次の例のように表示されます(Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのハードウェア・プラットフォームごとに、使用可能なCPUコア数などの値は異なります)。


# oakcli deploy oda_base
Enter the template location: /OVS/templateBuild-2012-12-22-12-05.tar.gz
Core Licensing Options:
        1.  2 CPU Cores
                2.  4 CPU Cores
3.  6 CPU Cores
4.  8 CPU Cores
5.  10 CPU Cores
6.  12 CPU Cores
7.  14 CPU Cores
8.  16 CPU Cores
9.  24 CPU Cores
10. 36 CPU Cores
                Selection [1 : 6] : 3
                ODA base domain memory in GB (min 16, max 244)(Current Memory 150G)[default 192]  : 32


次の手順で構成の選択を続行します。 

	追加の仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)をODA_BASEに割り当てます。VLANを割り当てるには、VLANネットワークを指定するよう求められた場合はyで応答し、別のVLANをデプロイしない場合、または追加のVLANの割当てが完了した場合は、nで応答します。


Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test00
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : y
Select the network to assign [Test00,Test01,Test02,Test03]: Test01
Additional vlan networks to be assigned to oda_base ? (y/n) : n



	コマンドが完了したら、コマンドshow oda_baseを実行し、ODA_BASEが構成されていることを確認することによって、ODA_BASEのデプロイメントが有効であることを検証します。次に例を示します。

# oakcli show oda_base
ODA base domain
ODA base CPU cores :2
ODA base domain memory :16
ODA base template :/tmp/oda_base_2.10.tar.gz
ODA base vlans :['priv1', 'net1', 'net2', 'net3', 'net4', 'db_mgmt']
ODA base current status :Running



注意:
新しいODA_BASEデプロイメントに問題があり、クリーン・アップと起動が必要なときは、次のコマンドをノード0のDom0から実行します。

/opt/oracle/oak/tools/cleanOdabase.py

このコマンドにより、新規のデプロイメントを試行できるように、ODA_BASEが削除されます。





	Oracle Database Appliance X3-2、Oracle Database Appliance X4-2またはOracle Database Appliance X5-2の場合、デプロイメントを進める前に、ストレージの配線をチェックすることをお薦めします。このチェックを実行するには、ユーザー名にroot、パスワードにwelcome1を使用してノード0のODA_BASEに接続します。接続したら、次のコマンドを実行します。


# oakcli validate -c storagetopology
2つのノードとストレージ・シェルフとの配線ケーブルが正しいソケットに接続されていない場合、このコマンドを実行するとエラーが表示されます。






	ノード0にrootとしてログインし、ホスト名: dom0、およびポート: 5900を使用してVNCを開始することによってODA_BASEにログインします。

	VNCセッションから、コマンドstartxを実行してX Window System Xtermセッションを開始します。
	oakcli deployを使用してデプロイメントを開始します。先ほど作成した既存の構成ファイルを使用するか、新規の構成ファイルを作成します。たとえば、既存の構成を使用してデプロイメントを開始するには、次のようにコマンドを入力します(ご使用のファイルの名前とディレクトリ・パスで置換します)。

# oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param


コマンドoakcli deployを実行してもOracle Appliance Managerの「Welcome」ウィンドウが開かない場合、DISPLAY変数が端末に表示されるよう設定されていることを確認します。 

注意:
以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、次のステップで説明されているように、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。




すぐに構成とデプロイメントを開始するには、次のコマンドを入力します。

# oakcli deploy


Oracle Appliance Manager Configuratorの画面で設定をします(「スタンドアロンOracle Database Appliance Configuratorの実行」を参照)。コンフィギュレータの「Summary」ページで「Install」オプションを選択して、デプロイメントを完了します。







関連項目:

スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行






Oracle Database Applianceでのベア・メタル・プラットフォームのデプロイ

Oracle Database Applianceのベア・メタル構成としても知られる、Oracleソフトウェアをアプライアンスに直接デプロイする場合に、この手順を完了します。

ベア・メタル構成でソフトウェアをデプロイする手順は、次の手順で構成されています。

	エンドユーザー・バンドルのインストール(ベア・メタル・プラットフォームのデプロイメントの場合)


	Oracle Appliance Manager Configuratorを実行するアプライアンスを準備します。


	Oracle Appliance Managerを使用して構成をデプロイします。







他のソフトウェアをデプロイする前に、Oracle Database Applianceにエンドユーザー・バンドルをインストールする必要があります。エンドユーザー・バンドルをインストールするには、適切なパッチ・ファイルを外部クライアントにダウンロードします。パッチをクライアントからOracle Database Applianceにコピーし、パッチをインストールします。

リストされている順序で手順を完了する必要があります。 




	外部クライアントからMy Oracle Supportにログオンし、My Oracle Supportのノート888888.1にアクセスします。https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=888888.1

	OS ISOイメージ/ベア・メタル-仮想化プラットフォームにある、最新リリースに関する項で、Oracle Database Appliance End User Bundle (GI+RDBMS)およびOracle Database Appliance Bare Metal ISO Imageと説明されているパッチ番号へのリンクを見つけ、そのリンクをクリックしてパッチをダウンロードします。
	パッチを外部クライアントからOracle Database Applianceにコピーします。Secure Copyコマンド(scp)を使用するか、USBストレージ・デバイスを使用することによって、ファイルをコピーできます。

USBドライブを使用してファイルを転送するには、まずファイルをFAT32、ext3、またはext4をフォーマットする必要があります。NTFSファイル・フォーマットはサポートされていません。

セキュアなコピーを使用するには、まず静的IPアドレスをセットアップし(たとえば、oda_host)、oakcli configure firstnetコマンドを使用してOracle Database Applianceをそのアドレスで構成する必要があります。


たとえば、scpコマンドを使用する場合は、次のようなコマンドを入力します。ここで、一時ホスト・アドレスはoda_hostであり、バンドルを/tmpにコピーします。

scp p12978712_121260_Linux-x86-64_1of2.zip root@odahost:/tmp

scp p12978712_121260_Linux-x86-64_2of2.zip root @odahost:/tmp



	コマンド構文oakcli unpack -package /directory_path/package_nameを使用して、Oracle Database Applianceソフトウェアを解凍します。ここで、directory_pathはエンドユーザー・バンドル・パッチ・ファイルが配置されている場所であり、package_nameはパッケージの名前です。たとえば、Oracle Database Applianceリリース12.1.2.6.0のエンドユーザー・バンドル・パッチ・ファイルが/tmpにある場合、パッチ名はp12978712_121260_Linux-x86-64_1of2.zipおよびp12978712_121260_Linux-x86-64_2of2.zipであり、次のコマンドを入力します。

# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_121260_Linux-x86-64_1of2.zip
# oakcli unpack -package /tmp/p12978712_121260_Linux-x86-64_2of2.zip


コマンドoakcli unpackによってバンドル・パッチが解凍され、展開されたファイルがデプロイメントに必要な場所に配置されます。



	Oracle Database Applianceのノード0にrootユーザー(デフォルト・パスワードを使用)としてログインします。
	コマンドstartxを実行してX Window System Xtermセッションを開始します。
	(オプション)オフラインで作成した構成ファイルからデプロイする場合、scpまたはUSBドライブを使用して、構成ファイルをOracle Database Applianceにコピーします。
	Oracle Appliance Manager Configuratorを使用して構成を実行します。構成ファイルを使用して構成を実行するには、次のコマンドを実行します。

oakcli deploy -conf /tmp/onecommand.param. 

このコマンドを実行すると、既存の構成ファイルを使用してOracle Appliance Manager Configuratorが開きます。 

以前のリリースのOracle Appliance Managerコンフィギュレータ用に作成された構成ファイルは使用しないでください。最新の構成ファイルがない場合は、リアルタイム構成およびデプロイメントを完了します。

すぐに構成とデプロイメントを実行するには、次のコマンドを入力します。

oakcli deploy

このコマンドを実行すると、Oracle Appliance Manager Configuratorグラフィック・ユーザー・インタフェースが開き、デプロイメント用の情報を提供するよう求められます。 

注意:
コマンドoakcli deployを実行してもOracle Appliance Manager Configuratorで「Welcome」ウィンドウが開かない場合、ユーザーのDISPLAY変数が端末のウィンドウに表示されるよう設定します。 





	「スタンドアロンOracle Database Appliance Configuratorの実行」の項で説明されているように、Oracle Appliance Manager Configuratorのステップバイステップの手順を参照してください




関連項目:

スタンドアロンOracle Database Applianceコンフィギュレータの実行


























Oracle Database Applianceのインストール後のタスク
























[bookmark: GUID-7889CBAB-0453-4953-B55C-26F579140C53]5 Oracle Database Applianceのインストール後のタスク 

ソフトウェアをデプロイ後、システムが稼働する前にこれらの管理タスクを実行する必要があります。 

トピック:





	Oracleインストール所有者のパスワードの変更
システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

	IPMIユーザー名およびパスワードの変更
カスタム・デプロイを完了し、IPMIを構成した場合、ユーザー名およびパスワードを変更します。

	Oracle Auto Service Requestの構成







[bookmark: GUID-0019001F-7A92-43CF-8D0D-654614988256]Oracleインストール所有者のパスワードの変更

システムを保護するため、インストール後に、デフォルトの管理アカウント・パスワードを変更する必要があります。

デプロイメント中に、rootユーザーのパスワードを変更することをお薦めします。デプロイ後に、Oracle Grid Infrastructureインストール所有者(grid)およびOracle Databaseインストール所有者(oracle)のデフォルト・パスワード(welcome1)を、企業のユーザー・セキュリティ・プロトコルに従ったパスワードに変更します。 

デプロイメント中に初期データベースを作成した場合は、SYS、SYSTEM、DBSNMPユーザーおよびその他のシステム権限ロールのような、オープンなデータベース・アカウントのデフォルト・パスワードを変更します。SYSユーザーおよびSYSTEMユーザーのデフォルトのパスワードは、welcome1です。

注意:
両方のノードでアカウントのパスワードを変更します。これらのユーザーのパスワードは両方のノードで同じものを使用します。



データベース・システムを保護するために必要な構成とベスト・プラクティスに関する情報は、『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』、『Oracle Database概要』、『Oracle Databaseセキュリティ・ガイド』を参照してください。



関連項目:

『Oracle Database Applianceセキュリティ・ガイド』索引
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アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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